
 

人権教育参観日への来校ありがとうございました！ 

 ６月２５日(土)に実施した人権教育参観日には、たく

さんの保護者の方々に来校していただきました。受付名

簿を確認すると、約 200名ほど参加があり、駐車場のグ

ランドもいっぱいになりました。来校、本当にありがと

うございました。 

新型コロナウィルスの影響が出始めたのは約２年半ほ

ど前です。その年に入学した現在の中３生は、これまで

このような形での“参観日”が全くなかったとのことですので、久しぶりに教室で勉強する姿を見られた方

も多かったのではないでしょうか？中学校では部活動の関係も

あり、何度も休みの日に参観日を設けることができませんが、

直接生徒や授業の様子を見ていただく機会を設けることは、大

事なことだと考えています。また２学期は、１０月末の文化祭

に合わせて、その後の 10/31～11/2の午後を自由に参観できる

時間とし、参観週間として設定する予定です。保護者の皆様の

来校を、またお待ちしています。 
 

第１回地域学校協働本部“なかちゅう応援団”の開催 

６月２４日（金）に、本年度第１回目の中村中学校地域学校協働本部運営協議会を開催しました。お忙しい

中を運営協議会委員（地域住民・民生委員・区長・PTA 会長・教職員）の方々にご出席をいただき、本年度の

役員や取組、活動計画・予算等について確認を行い、本校の学校運営や生徒の状況などについても意見交換を

行いました。前年度に引き続き、会長には井上克彦さん、副会長には野地ちえみさん、地域コーディネーター

には森真規さんが選任されました。どうぞよろしくお願いします。会で話されたことを少し紹介します。 
 

★目的 

学校と地域が連携・協力し、地域ぐるみで子どもたちを見守り育てる。 

★取組内容 

地域コーディネーターさんが連絡調整を行い、地域住民が学校へ学習支援や読み聞かせ、登下校の安全指

導、学校行事への協力、部活動などの支援を行います。また、生徒がボランティア活動等を通じて地域貢

献を計画する際には、学校と地域の橋渡しをします。子どもが地域の大人とふれ合い、多様な体験を通じ

て子どもの生きる力を育むことを応援します。 

★コミュニティースクールへの移行 

来年度から四万十市内全校が「コミュニティースクール」となります。今の「中村中学校地域学校協働本

部運営委員会」をスライドさせ、「学校運営協議会」を設置します。 

★意見交換 

・委員のわたしたちは、中村中学校、その生徒を支援・応援するスタンスです。 

・生徒の視力が気になる。スマホの使い方については、家庭でのルールづくりが必要。ＰＴＡとしても呼び

かけている。 

・SNSでのトラブルで犯罪に巻き込まれる場合もある。生徒に対する SNS教室等で注意喚起を行っている。 

・読み聞かせで学校を訪れ、教室外で待っている際、廊下を通る生徒たちは気持ちのよいあいさつができ、

教室内の先生も生徒も読み聞かせをしっかり聞いてくれた。本当に気持ちがいい。 

・不登校の状況には厳しいものがあるが、支援員・ＳＳＷなど人的な配置を受けて、個々の課題に応じた対

応を行っている。 
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１学期末をしっかりしめくくろう！ 

期末テストも終わり、ホッとしている生徒も多いかと思います。あと少し

で夏休み！という前になりますが、少しテストを活用した勉強のやり方（考

え方）を紹介します。参考にしてくれれば、うれしい限りです…。 

さて、テスト結果はもう返ってきているでしょうが、大事なのは実はこれ

からです。テストでできなかった問題をもう一度やってみる、そして、でき

るようにすることがポイントです。できないことをできるようにする（わか

らないことをわかるようにする）のが勉強だと考え、取り組んでほしいと思います。100 点がとれれば言うこ

とはありませんが、勉強が難しくなっていく中学校では、なかなかそうはいきません。自分なりに目標点を決

めて、その点を目標にやってみてください。同じ問題が出された時、ミスをしないように勉強しておくことが

大切なのです。特に３年生は、受験に向けて実力テストで“見直す”勉強は、きっと力になると思います。 

しかし、一人でやろうと思ってもなかなかできないのが現実。だから、わからないところは“聞く”“教えて

もらう”ことを恥ずかしがらずやってみてください。友達に聞いてもいいですし、先生に聞いてもいい。勉強

は、教わる人より教える人の方が本当は力になるのです。もし、友だちに聞かれて、きちんとわかるように教

えることができれば、その生徒は知識を自分のものにしている証拠です。テストが返ってきた今、ぜひ頑張っ

てやってみてください。そして、私の願いは、どの学級どの学年もが、教え合える集団として育ってほしいと

いうことです。一人一人の力を伸ばすためにも、教え合える学級をぜひつくってください。 

 

＜７月の学校行事予定 ※夏休み分も少し紹介します＞ 
７月１４日（木）高校説明会① １０：４０～１２：３０ 西土佐分校、宿毛、幡多農業 

７月１５日（金）市議会学校訪問 ９：２０～１０：１０ ※市議会議員さんの学校訪問 

高校説明会② １０：４０～１２：３０ 中村、宿毛工業、大方 

 

 

７月１６日（土）～１８日（月） 県総体（バスケ、柔道、サッカー、野球） 

７月２０日（水）１学期終業式  ※給食あり 

７月２１日（木）～２２日（金） 県総体（水泳、バレー、ソフトテニス、相撲、硬式テニス） 

７月２５日（月）～２７日（水） 補習 ・ 面談 

７月２８日（木）        面談予備日 

７月２９日（金）        午前：市教研研修日  午後：教育講演会  ※全教員参加 

８月 ３日（水）        登校日 

高校説明会は３年生対象ですが、保護者の方の参加も可能です。高校のことをお聞きになりたい方は、参加ください。 

《学校の評価・評定に関して ～保護者の皆さんにも知っておいていただきたいこと～》 

１学期の通知表は、７月２５日からの面談でお渡ししますが、学校の評価・評定について少し説明してお

きます。ぜひご理解ください。 

中学校では、全教科統一して「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」という

３つの観点で評価をつけることとなっています。各教科、それぞれの観点をＡ・Ｂ・Ｃで評価したうえで、

最終的に評定（５～１）をつけることとなりますが、『十分満足できるものをＡ』としたうえで、『十分満足

できるもののうち、特に程度が高い状況と判断されるものを“５”とする』と国から示されていますので、

例え「Ａ・Ａ・Ａ」であっても、『４』の場合と『５』の場合があります。この点をご理解ください。 

例えば、「知識・技能」で９５点をとって「Ａ」だったとしても、他の観点でＢやＣがあれば「５」はつき

ません。評価にあたってテストの点は貴重な判断材料であることは間違いありませんが、生徒の力をトータ

ルに評価することが求められる中で、授業中の意欲、振り返りやノート、提出物等も貴重な判断材料となっ

ています。生徒には、日々の授業から取り組みも充実させてほしいと思います。ご家庭でも日々の取り組み

を含めて、子どもたちを応援していただければ幸いです。 


